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遣舳査は，魔釦轄1珈報にお哩細陸・1筋
2報において，囎室児達は言語の遅れを退雌6鱒．

デ前芝頻し都総めが生幽伽弗・1：轍排
泄・食蛮の自立につい七は遽鳶が自立らだごと〆を述 べ

た。
そこ1セ今向は，｝1生活習蝶あ自掌を中心だそめ後あ発
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繍魏診膳＝（3縁歳）1・醸・繍査を纈したゲk

21調鹸艇栃繍鰹肋ぢち』哺鰹腿院
衡蜘鰭腱鱒鹸繍授け（いるもみ6群
りいては，第2報においそ報告しだ。∴6名めう’ち， ぞめ

後も引き続き指導を受けズ喚る者は2名であヴ，モr新たに
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　11　津守・磯部式乳幼児精神発達診断法による調査結

果は 15名中9名からi寄ぜられたが1 「そのう ぢ1名は回答

が充分でなく無効怨お参たよ 8名の発達状況の結果を発

達輪郭と一し悉第工図ん第3図に示しだ♂1こ・の発達診断法

越額 目1 にqK60唾70％φも鋤ミ通過した年齢をそ

の該当年齢どじているが・ く8名典・1 全体的にはその該当

年齢（以下，標準と称す）かまたは1そ妬を上まわる発達を

示してい存・しかし・前回φ調査伸題とな玲轡泄’

鰹の鰹鯵癖麟蛎習興馳匁哩乞巫5「
歳溝庫名 （辮図に燧る1歪登俄継図牌イ～チ

は各個人を示し鱗順にな旅い’る斗二嘩が騨壱錘し
　　　　し　　　　　　　　　　　ノドド　　　　　　　　　　　　リ　じ　ハ
ていなかづた譜こめ診断法では生活習慣に関！しては女児

噸繭覇卓幅細る⑱謂瞬認め
ており 遍児の畔を女児のそれ夢イり下げて卿㍉諏

もの㊧曝に関蔓て4麟こはで挙るよう！こなると嘗

嫉耕麹搾輝を嚇Fて陣ぞ1鞭讐IFぴと
りで寝に叡脚，1とヤ舜飾越て陣騎福
その為に全体≧して⑫標準を下ま、わ21な璽である。ただ．

し1これらの獺・囎磁猷齢老三繊て幡．睡眠
　　　　ル　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　ゴ　　　　　リ

醐する醇馳嚇灘辮の騨などの獅と異なr
り匙碗理的な◎なヵ鯵大ぎく騰を及鷲卑目で

あるが，生後．晦問雛団騨で過曝鯉麟墜だ
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裡醗翫騒締磯を及鶴てい替輔わか
った。 一ま泥本児嫉勿稚園に璋っているが，『一園雫嫉特腫問・

題とすべきi点はなく病騨る位勉さな帆豊轡

なぼぢ鰯観ゆこ砺鋤醗蜘海螺上の
発融丞海過誘と虜莇、五なず画る試望，騰畢の

社盛碗甑他碓ども⑳関麟おと縮鯉係）
も灘麟ており1， これ彦のことを考え繊粛

睡即曄齪す馨鰹彫脳こ：じφ曝ゆ／l幡』
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2． 保健揖導部における調査結果は， 第2報において
6名（A～Fの文字で各個人をあらわした）のうち，

第14集

　A，C，Eの3名が排泄と食卒の自立に標準よりも遅れ

．趣頃鎖鐸卸1菟今回の追跡調査では，残念な

　がらDとEの2名がその後の指導を受けていないのでど

の妨姫立誌辰砺たカ・を知ることはできなかっ

　た。

　み、く♀～鱒輿で述べたよう に臓時には大便のあ
　としまつにはおとなめ点検が一応必要であったか，6歳

　2ケ月の現在はもう充分に排泄の自立ができていた。食

　瑛については一応ハシを使っているがまだ上手ではない

という・津守・稲毛式乳幼児糊1発達診断法では，3歳

　の時点でハシを使うものは67．5％の通過率であるとして

　おり，「食卓でほとんどおとなの世話にならずに食べる」

　のは6歳女児が95％の通過率を示しているという注3。A

　の母親によれば，ハシの使い方をまだ教えていないとい

　うことだが，標標に比べて6歳2ケ月でハシを上手に使

　えないというのはやはり遅いと言えよ弧Aは他め分野

　では友窄ちと もよく遊び， ひらグ蓼も読んだり雷いたり

しているようすで・ 年翻上の継を匙てい多該字
絡くとヤ’うことから考えて・ 鱗を握るカはあるわげ

雌ハシを使えないというの瞳ゆ点だ嫉の訓葎確

では塗かろうか。　　　　　　　　　　　　　　　
．．

卿報矧畿き麟できたあと焔（第1廊柚
と同r人物）殖つヤ）ては後述する。

新燃銘のうち・名．（♀ンは，・ 3歳半で嫌の廉
つもやり臥2歳位よりス外ソよりも・・シを好麺使

い始めた注5ということである、5歳の現在は「自分で洋

服の脱普をしおとなの手をほとんどか貯ない」注6など生

活習慣の自立は他の皿鯖匙比岬くカ・ら胤でい緯

うである。さら琴こ．の子どもは末達が六勢あり，ごっこ

、遊びや走りまわること賜中鴬徽輪つきの自転恥

乗りまわしている注7・という。』ただし冒語の分野での発

達（文字を読んだり書いたりすること，数を数えるこ と

など）は・ようやく臓時の騨といっ たとこう爵に

進んでいる点はみら れなかった。

　あとの2名は共に男児で，1人は4歳8ケ月の時点

で，食べるこ1と以外嫉手がかからないとのことである

が，注3にも示した通り，食富の自立に関し てあと一歩

というところである・他の蠕習髄目勲聯り理
動の分野では友だち同士でリレーをして遊牽注8をど，1

大変進んでいる。

最後の1名は・4歳頃から，補助輪つきの自転車に乗

6たり注7，ひらがなも少しではあるが書いたりしている

し，生活習慣の面でも上着をひとりで着た り，一応おし

りを点検するが大便の自立も二できていた65歳2ケ月の

現在，言語の分野では名前はかけるし， ひらがなはほと
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んど全部読む洗9ということである。衣服の脱着にはほ　　　食那の自立が遅れている子どもの食欲状態やその親達

・とんどおと塗の手をかけない注6とレ畦と燃．躰 ρ醐嘩轡郡検織∫蓼力1冷騨僻醐
齢立は r』応ハシ鹸う海飛忌・うの力鰍であ紅なく通の子どもや継と鵬か嚇る点を見出飛

ち好ど鯵搬蝋鱗もっ．越字撫三く槻聯る ll、㌧・轡略榊？絢∴ 　，し
姉ヨ7先嘩例と同（じ蕊とが歌tよう醸．き『Yし、．ヒし

。，iマ各分賑充分ヒ凝している子ども達胴題がな轄

，三弗、第、；騨騨鱒乳幼顯神韓鱒法 し．，レ懲、何故ア鞭騨網こ麟こ関する賊（樫

藍碑鱒頒囑健指郵の裡柔1噸躰紙．網を辮璽．蕉けが遅脚か・囎室在院中から1
黛比べてみると悌、・項の方に姓活轡めうち餌・難までの食生活に関す姓鱗親たち勉力勅方

麟藤購驚霧暑1圭翻轡鱒調塑轡あ轡
即違い瞳蠣邸あるのか∫｛ε獄拠ておいだ瑚瓢ヨ’」1、鉱
1ぐ鋤嫡方の1デ盈タ麟のセ比惚駐、調；靴、百岡告 一融』
剃卿結果は第2図に就蝉楓、各掬に抑 館嘩儲熱生欝＝ケ恥、箸聞を郵た蹄

iて麟以上の発達を示してい㍍・　　1 の乳堤について・ そ畷の馳聯を5－6歳に至るまi

l瓶ガ蹟こよ炭調爽みる～，ご徽黙まシ・ジ礎追跡調蛋し嫡ま遡朧後叩初蓼みる騨
嚇破噛ろ下・チ砺る嫌ソを脱ζ’ことぽ趨てF深灘く轍し繊何の抵抗もなくメム櫨ことけこ…
おりす，排泄は付き添うてやれ断人で行なえてレ泳う轟欝1酬こよ訴そφ齢方法騨であρ燃，至

：である。4歳になると排泄・洗断・入浴等も自立靱衣1…∫体とし頂問題と蓼凝たのは芦語“〉遅れであった。しかq

即灘も．趣ンを馳て大鯵、という鮎で勲き・ 、」，、 ｛れ瞬購6然 （蜂18ゲ月）頃畳こは騨をとりもi

鶴瞬ら嚇で麩，1…二文霧姻壷勧馳1、鋤ピ，乙ぎし磁り後噸興騨してし～る・そ伊方で生暉

噸でも樗活発鋳つ囎，こと騨，る・懲r現，，寧の遅れが目立ち・そ桝糎歳になっても尾鰍
離郷卿嘩で猟の驚期噂、レ入、』鯉こ鰍脚脚勢幅よう砺た・i
れほ自分で好壕うとのこ とでおり，数字ぺの鴎心は簡単・　さらに今回5歳がら一6歳になりた子ども達12名琴ついて

な1桁の足し算は指を使ってやり，ひらがなの読み書き　、調べてみると・3名については食事の自立（特にムシを

もでき，幼稚園では誰とでも仲よく元気に遊ぶというこ

とである。

・これらの結果をぎとめてみる’とll第1項の調！査結果

を，ほぼそのまま襲づける結果が出沈きたどいうごとが

できよろぎ．1従ち《」 壬例めみの比較誕はある演ll』今回の

調査結果による差は問題にするぽど犬きく はないとみて

よいと思う。

　以上の調査結果から，カルテによる調査結果は5名中

3名が食事の自立（特にハシを使うこと）の面におい

て，他の分野よりも発達が遅れ気味であったということ

を示した。これは第2報において報告したことと同じ傾

向であったわけだが，今回は排泄の自立には問題がなか

った。あとの2名巾の1例は2歳頃からハシを便うこと

を好んでいたということで，その自立も早かったわけで

あるが，この子どもは先の3例の子ども達がすぐれた発

達をみせている言語面では特に早いということはな、く，

年齢に応じた発達を示しており，発達の分野において丁

度逆の関係にある。勿論何もかも標準通りに発達する

のがよいというわけではなく，個人差が存在するものだ

が，子ども達の親が子どものどの点を伸ばそうとし《い

るのかの一面を伺い知る；とができる。

使うことジにまだ遅れがみられた¢別の．1名は睡眠の自

立にやや遅れがみられたが，これは現在の生活理境によ

1る』ところが求ぎく ’、ll、嘩育室での隼活然今日 蜂…矩る／まで影

響を及セ婁1や∫いるとをよ考えセ葦Kヤ》。 こ三 iR冷）i：』1』ミ｝，i’い．

　以上のことから，食泰の自立については親のしつけ方

を含めて』くさらに詳むい調査が必要になるもの妻思われ

注＝各項目別の年齢別通過率（乳幼児精神発達診断法よ

　り）

1．寝るとき部屋を暗くしても泣かない

2．ひとりで寝に行く

3．食卓でほとんどおとなの世話にならないで食べる

4．自分で大便のしまつをする

5．ハシを使ってじょうずに食礁をする

6．自分で洋服の脱善をし，おとなの手をほとんどかけ

　ない
7． 補助輪つきの自転車にのる

8．数人以上で子ども同士だけでリレーをして遊ぶ

9．ひらかなをほとんど全部読む
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